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注意事項

（丑　試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

②　解答は，別紙の解答用紙に記入しなさい。

③　受験番号は，解答用紙の指定の欄に各用紙ごとに記入しなさい。
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数　　　学　Ａ

□ △ＡＢＣにおいて∠Ａ，∠Ｂ，∠Ｃの大きさと対辺の長さをそれぞれＡ，Ｂ，Ｃ
およびα，わ，Ｃで表す。△ＡＢＣの面積をＳとするとき，次の各間に答えよ。

（1）
ＳｉｎＡ ｃｏｓＢ

ＳｉｎＢ ｓｉｎＣ ｓｉｎＢ

（2）ｓｉｎＡ，ＳｉｎＢ，ＳｉｎＣ，

＋霊を示せ0
ＳｉｎＡ

ＳｉｎＢ ｓｉｎＣ
をα，わ，Ｃ，Ｓで表せ。

（3）α≧わ≧Ｃならば，望4－＜堂旦旦＜旦型ｆ
ｓｉｎＡ　＝　ｓｉｎＢ　＝　ｓｉｎＣ

巨］

となることを示せ。

／（∬）＝9ズー2・3∬＋1－7とするとき，次の各間に答えよ。

（1）／（∬）≦0となる実数ガの範囲を求めよ。

（2）（∬2－4）′（∬）≦0となる実数ガの範囲を求めよ。

巨］ α，わを正の実数とする。放物線Ｃｌ：γ＝∬2－αと放物線Ｃ2：プ＝－ゐ（∬－2）2

は，共に，点Ｐ（∬0，の）において直線Ｊに接しているとする。511を直線∬＝0と

放物線Ｃｌと接線Ｊで囲まれた領域の面積とし，52を直線∬＝2と放物線Ｃ2と接

線Ｊで囲まれた嶺域の面積とするとき，次の各間に答えよ。

（1）α，勘，ツ0をわで表せ。

（2）面積の比Ｓｌ：52をわで表せ。
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回 自然数桝，邦に対して，例＝ヴ乃＋γ，0≦γ＜乃となる整数留とγをそれぞ
れ桝を〝で割ったときの商と余りという。ここでは例を邦で割ったときの余り

γを∽＠〝で表すことにする。α，わ，Ｃを自然数とするとき，次の各間に答え

よ。

（1）12＠3，22＠3，32＠3を求め，α＞3に対してα2＠3を求めよ。

（2）（α＋の＠Ｃ＝（（α＠Ｃ）＋（み＠Ｃ））＠Ｃとなることを示せ。

（3）α2＋わ2＝Ｃ2のときα，わの少なくともひとつは3の倍数であることを示

せ。
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